
研究主題　　持続可能な社会の創り手を育む北海道高等学校教育の推進

大会期日　　令和８年（2026年）１月７日（水）、８日(木）

主　　催　　北海道高等学校教育研究会

後　　援　　北海道教育委員会　札幌市教育委員会

　　　　　　北海道高等学校長協会　北海道私立中学高等学校協会

　　　　　　公益財団法人日本教育公務員弘済会北海道支部

北海道高等学校教育研究大会
第63回 大会案内

《第１日目》　　全　体　集　会　令和８年（2026年）年１月７日（水）
　　場　所　札幌市教育文化会館　大ホール

　　　　　　　　　札幌市中央区北１条西13丁目７

　　　　　　　　　（札幌市営地下鉄東西線「西11丁目駅」下車徒歩５分）

　　日　程　12：00　～　13：00　　受　　付

　　　　　　13：00　～　13：40　　開 会 式

　　　　　　13：40　～　15：40　　全体講演

講　 演

　北海道大学医学部卒業後、慶應義塾大学で内科研修を積む。人の病気を治すこ

とよりも「本当に生きるとは」を考え、人が自分らしく心豊かに生きること、すなわ

ち“人生の質＝クオリティーオブライフ（QOL）”のサポートを志す。その後、スポー

ツにそのヒントがあると考え、慶大スポーツ医学研究センターを経て、人と社会の

QOL向上を目指し株式会社エミネクロスを設立。応用スポーツ心理学をベースに、個

人や組織のパフォーマンスを最適・最大化する、自然体な心の状態「Flow」を生み

だすための独自理論「辻メソッド」によるメンタルトレーニングを展開。スポーツ・

芸術・ビジネス・教育の分野で多方面から支持を得ている。活動の場は多くの企業

へ広がり、講演活動や産業医、Chief Health Officer、社外取締役など様々な視点

から、企業の健康経営のサポートやフローカンパニー創りにも取り組む。

　さらに、スポーツの枠を超え、コンサルタントとしても幅広く活動。行政・大学・地域・企業・プロチームなどと連

携し、スポーツの文化的価値「元気・感動・仲間・成長」の創出を目指す。

講　　師

運　　営

司 会 者

演　　題

辻
つじ

　　　秀
しゅう

　一
いち

 氏

「非認知脳によるライフスキル思考を学ぶ！

� ～ セルフマネジメントとリーダーマネジメント ～」

大会役員

道南支部



《第２日目》　　教 科 別 集 会　令和８年（2026年）１月８日（木）

部会 主　題 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00
30 30 30 30 30 30 30 30 30

国語
これからの時代に
求められる資質・能
力を育む国語教育

設
　
営

受　付
開
会
式

講演・対談
作家

角田　光代 氏
昼食・休憩 研究発表

閉
会
式

地歴
公民

「社会的な見方・
考え方」を育てる
ICTを効果的に活
用した授業の在り
方

受
　
付

各
研
究
会
紹
介

開
会
式
・
総
会

（世界史)講演
北海道大学大学院文学研究院

教授　小椋　彩 氏

昼
　
食

研究発表・協議
（各分科会ごと）

閉
会
式

（日本史)講演
藤女子大学文学部文化総合学科
准教授　松本　あづさ 氏

（地理)講演
国立大学法人筑波大学 名誉教授 / 日本地理学会 会長

井田　仁康 氏

（公共・倫理・政治経済）講演
北海道大学大学院
教授　橋本　勉 氏

数学
数学的活動を充実させ、
数学的に考える資質・能
力を育成する数学教育

準
　
備

受
　
付

開
会
式

総
　
会

講演・質疑応答
国立教育政策研究所教育課程
調査官　小林　廉 氏

休　憩
研究発表
研究協議

講
　
評

閉
会
式

理科

[主題]
持続可能な社会形
成に寄与する主体
性を育成するため
の理科教育

（副題１）
実験実習を核とし
た探究活動の指導
法の研究・実践

（副題２）
形成的評価のため
の学習評価の開
発・実践

受
　
付

開
会
式
・
総
会

医
療
分
野
研
究

講
演
準
備

全体講演
東京理科大学理学部物理学科

教授　山本　貴博 氏

休
　
憩

(物理）研究協議

研
究
発
表
・
研
究
協
議
（
分
科
会
ご
と
）

分
科
会
ご
と
閉
会

(化学）研究協議

(生物)講演
北海道大学大学院地球環境科学研究院
特任准教授　工藤　岳 氏

(地学)講演
なよろ市立天文台きたすばる
台長　村上　恭彦 氏

（理科総合)講演
東京理科大学理学部物理学科
教授　山本　貴博 氏

保健
体育

生徒自ら課題発見・解決
を目指した保健体育授業
～豊かなスポーツライフ
の継続を目指して～

受
　
付

開
会
式

講演
フリーアドバイザー
神前　俊彦 氏

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

高
体
連
研
究
部

休　憩 研究発表 研究協議
道教委

講評・指導助言
閉
会
式

養護
現代的な健康課題の解
決に向けた学校保健活
動の推進をめざして

受
　
付

開
会
式

講演
一般社団法人ソーシャルメディア研究会
主席研究員　冨田　幸子 氏

総
　
会

昼　食 研究発表 情報提供
閉
会
式

芸術
豊かな心や創造性
を涵養する芸術教
育

受
　
付

開
会
式

講演
書家

須田　廣充 氏
昼　食

分科会Ⅰ（研究発表）13:00～14:00
分科会Ⅱ（研究協議）14:10～15:10

休
憩
・
移
動

部会総会
実践報告
研究協議

閉
会
式

英語

［主題］21世紀に生きる地球市民を育む英語教育
English Education in the 21st Century: 
Fostering Global Citizenship

（副題）新しい流れに対応する授業をめざして
In Pursuit of New Wave of English Teaching

受
　
付

開
会
式

講演
聖光学院中学校・高等学校
教諭　河野　周 氏

昼食・休憩 研究発表１
休
　
憩

研究発表２
助
　
言

閉
会
式

家庭
生涯を見通してより
よい生活を創造する
力を育む家庭科教育

　
受
　
付

　
総
　
会

　
開
会
式

北海道教育庁ICT教育推進局ICT教育推進課
ICT教育指導係主任指導主事 兼 学校教育
局高校教育課主任指導主事

北海道教育庁ICT教育推進局ICT教育推進
課ICT教育指導係主任指導主事 

洞　　防人 氏

髙田　将寛 氏
加藤　章芳 氏

昼食・休憩 研究発表・研究協議

講
評
・
閉
会
式

農業

農業の持続的な発展に寄
与する農業教育の推進
～地域農業・社会に主体的
に参画する産業人の育成～

受
　
付

開
会
式

講演
パタゴニア日本支社

リジェネラティブ・オーガニックリサーチ担当
木村　純平 氏

連
　
絡

昼　食 シンポジウム
閉
会
式

工業
社会の発展に貢献
する工業教育の創
造と実践

受
　
付

総
　
会

開
会
式

講演
（講師未定）

昼　食 ＩＣＴ研修
研究発表
研究協議

閉
会
式

商業
未来を拓く有為な
人材を育成するビ
ジネス教育

設
　
営

受
　
付

開会式
総　会

講演
株式会社大人

代表取締役社長　五十嵐　慎一郎 氏
昼　食

研究
発表
①

ワーク
ショップ

研究協議
閉
会
式

水産
新しい時代をリードする、
創造的な水産・海洋教育
はどのようにあればよいか

事
前
打
ち
合
わ
せ

受
　
付

開
会
式

講演
福山大学生命工学部海洋生物科学科

教授　北口　博隆 氏
休　憩

研究発表
研究協議

研修
報告

講
　
評

部
会
総
会

閉
会
式

情報
「個別最適な学び」
を支える形成的評
価の活用

受
　
付

開
会
式

講演
九州大学大学院人間環境学研究院

教授　伊藤　崇達 氏

企業展示
（昼食）

ワークショップ
閉
会
式

総
　
会
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教科別集会開催方法（現時点での情報であり、変更になることが考えられます。最新情報は高教研ホームページをご確認ください。）

部会 会　場　名 所　在　地 交　　通　　機　　関 配信の予定

国語
札幌サンプラザ
コンサートホール

札幌市北24条西５丁目
札幌市営地下鉄南北「線北24条駅」下車
（１番出口）より徒歩３分

地歴
公民

藤 女 子 大 学 北海道札幌市北区北16条西２丁目

・札幌市営地下鉄南北線「北18条駅」下車
　徒歩５分
・札幌市営地下鉄東豊線「北13条東駅」下車
　徒歩10分

なし

数学 札幌エルプラザ 札幌市北区北８条西３丁目
・JR「札幌駅」（北口）より徒歩３分
・JR「札幌駅」（北口地下歩道12番出口）横
　建物の中まで直通

なし

理科
学校法人西野学園
札 幌 医 学 技 術
福祉歯科専門学校

札幌市中央区南５条西11丁目1289-
５

地下鉄東西線「西11丁目駅」（２番出口）より
徒歩７分

なし

保健
体育

道 立 総 合 体 育
セ ン タ ー
（ き た え ー る ）

札幌市豊平区豊平５条11丁目１番
１号

札幌市営地下鉄東豊線「豊平公園駅」下車
徒歩５分

なし

養護
か で る ２．７
北海道立道民
活動センター

札幌市中央区北２条西７丁目

・JR「札幌駅」（南口）徒歩13分
・地下鉄「さっぽろ駅」（10番出口）徒歩９分
・地下鉄「大通駅」（２番出口）徒歩11分
・地下鉄「西11丁目駅」（４番出口）徒歩11分
・JRバス「北１条西７丁目停留所」徒歩４分
・中央バス「北１条西７丁目停留所」徒歩４分
・公共地下歩道　地下歩行空間から
　北１条地下駐車場連絡口経由（１番出口）
　徒歩４分

なし

芸術
札 幌 市 教 育
文 化 会 館

札幌市中央区北１条西13丁目
・札幌市営地下鉄東西線「西11丁目駅」下車
　（１番出口）徒歩５分
・札幌市電「西15丁目停留場」下車徒歩10分

なし

英語 北 星 学 園 大 学 札幌市厚別区大谷地西２丁目３-１
札幌市営地下鉄東西線「大谷地駅」下車
徒歩約５分

なし

家庭 札幌エルプラザ 札幌市北区北８条西３丁目
・JR「札幌駅」（北口）より徒歩３分
・JR「札幌駅」（北口地下歩道12番出口）横
　建物の中まで直通

なし

農業 エア・ウォーターの森 札幌市中央区北８条西13丁目28-21
JR函館本線「桑園駅」より徒歩８分程度
イオン札幌桑園ショッピングセンターそば

なし

工業
北海道札幌琴似
工 業 高 等 学 校

札幌市西区発寒13条11丁目３番
１号

・地下鉄「宮の沢駅」徒歩1.9㎞約25分
・地下鉄「宮の沢駅」徒歩300ｍ
　「宮の沢バスターミナル」
　〔JRバスor中央バス〕「琴似工業高校前」乗車
　約７分
・JR「発寒駅」徒歩1.5㎞約20分
・JR「発寒中央駅」徒歩1.8㎞約25分
・JR「発寒中央駅」「発寒中央駅停留所」
　JRバス［52］「琴似工業高校前停留所」乗車
　約８分

なし

商業
札 幌 市 教 育
文 化 会 館

札幌市中央区北１条西13丁目
・札幌市営地下鉄東西線「西11丁目駅」下車
　（１番出口）徒歩５分
・札幌市電「西15丁目停留場」下車徒歩10分

なし

水産
北海道小樽水産
高 等 学 校

小樽市若竹町９番１号
・JR函館本線「小樽築港駅」下車徒歩５分
・JR「小樽駅」中央バス（桜町、新光町行き）
　乗車「小樽築港駅」下車徒歩５分

なし

情報
北 海 道 札 幌 北
高 等 学 校

札幌市北区北25条西11丁目
・札幌市営地下鉄南北線「北24条駅」
　（１番出口）から徒歩約13分
・JR学園都市線「新川駅」出口から徒歩約15分

あり

※各会場ともに冬期は特に駐車場はありませんので、自家用車はご遠慮ください。
※会場への交通機関は高教研公式サイトの各教科ホームページをご覧ください。

高教研ホームページ
http://d-kokyoken.jp/

（ ）



◎大会参加申込

　申 込 方 法　�大会参加を希望する方は、学校長または所属長を通じ、各学校または所属機関ごとに、直接本部事務

局までお申し込みください。

　　　　　　　なお、参加申込要領は北海道高等学校教育研究会のホームページでご確認ください。

　申 込 期 間　参加申込の受付期間は、11月17日（月）から12月１日（月）までとなっています。

　　　　　　　この期間を過ぎたら、当日会場に設けた「当日参加受付」で参加手続きを行ってください。

　参　加　料　�会員の方は、2000円、非会員の方は、3500円となります。参加申込要領に従って、各学校、または、

所属機関ごとにお支払ください。

　　　　　　　�高等学校教員の方は２日間のいずれかしか参加できない場合でも参加料は同じです。一般参加の対象

となりません。

　　　　　　　一般の方の参加料は、１日目の全体集会が1000円、２日目の教科別集会が1500円となります。

　　　　　　　なお、一般の方への会報と研究紀要のお届けはありませんので、ご了承ください。

　大会参加証　「参加証」は、12月中旬までに、学校長または所属長あてにお送りしますので、お受け取りください。

　　　　　　　�この参加証は、研究大会１日目の全体集会の受付で、「大会要項」と引き換えになりますので、大切に

保管してください。

　　　　　　　また、リモートで開催する教科別集会の視聴に必要な事項が記載されています。

　　　　　　　教科別集会の会場へもご持参ください。

　　　　　　　�

　【お願い】　�参加申込や参加料の納入が遅れると、参加証の発送作業が遅れます。早めの手続、ご協力をお願いします。

◎大会受付

　受 付 要 領　�参加証のうち「全体集会：参加証（兼大会要項引換券）」を切り取って全体集会の受付に提出し、「大

会要項」をお受け取りください。

　　　　　　　�参加証には、あらかじめ「氏名」、「学校名」を記入のうえ、全体集会の受付に提出し、「大会要項」を

お受け取りください。

事務局より

　高等学校では現実的には大きな転換を余儀なくされた現行学習指導要領への改訂とその実施から４年目となりまし
た。現行学習指導要領で学んだ初めての卒業生が出たことから、今年度あたりから各校では教育課程の検証をしてい
ることでしょう。
　しかし、先生方もご存じの通り、文部科学省では次の学習指導要領改訂に向けた検討が既に始まっています。学習
指導要領の性質上、見直した学び方が定着した頃に次への見直しが始まるのは「割に合わない」と思うのは偽らざる
本音です。また報道にて評価に関する見直しの情報の一部が漏れ伝わるなどして、「現行を見直しても数年後すぐに変
わるのか」と時に無力感を覚えることも否定できません。
　海外の公教育を参考にすることは、文化や歴史が異なる事実を無視して「ただ真似するだけ」ならばマイナスにし
かなりませんが、外国の教育制度を知ること自体は我が国の公教育を相対化して見つめるためには有効です。
　実際外国の教育関係者と話していると、日本の学習指導要領は「事細かに作られ過ぎていて遊びの幅がない」とい
う批判を受けるのは事実です。しかし裏を返せば「それだけ丁寧かつ緻密に作り込まれている」と見ることもでき、
その点に高評価を受けるのも事実です。そこまで徹底して作り込まれているのであれば、練りに練られた文言を読み
込まない手はなく、時間をかけて思いを紡いだ同業者への敬意でもあると素直に思う次第です。
　語弊のある言い方を先に敢えて書けば、学習指導要領通りに学ぶだけならば「やらされ感」を持って自由かつ主体
的な思考も行動もできない、と考えるのはあまりにも表層的な誤解です。実は学習指導要領に書かれた通りにキッチ
リと学べば、そのゴールは自らの意志と判断で自由に行動ができ、その上で世の中に自分の意見を提言できる、何な
ら世間の常識に異議を唱えて力づくで変える力さえつけることすらできる。そんな大人になることを目指す教育だと
読み取ることができ、それはＡＩには現時点ではできないことです。
　ＳＮＳ界隈にはフェイク情報が氾濫しており、嘘を嘘だと思える生徒を育てるために教育の有用性がますます高まっ
ていると実感する令和７年度、お正月に札幌市教育文化会館で先生方にお会いできるのを楽しみにしております。

高教研本部事務局

　〒064-8535 札幌市中央区旭ヶ丘６丁目５-18　市立札幌旭丘高等学校内

　Tel　011-513-2238　　Fax　011-513-2244

　e-mail　d-kokyoken@sapporo-c.ed.jp


